
[糖尿病性腎症重症化予防プログラム対象者様向け ]

面談時投影資料
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はじめに

このプログラムは、主治医の同意を得たうえでご参加いただく

プログラムです。

　　本日の面談を進める前に、2点確認させてください。

　　まずはご本人確認と、あわせて主治医の同意はお済みでしょうか？　　
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本日の流れ

初回面談は以下の内容で進めさせていただき、約50～60分を予定しております。

1. Pep Up.compassプログラムの目的

2. なぜ血糖コントロールが大切？

3. ご参加のきっかけ、気になること

4. 現在のお身体の状況について（糖尿病の経過、検査値、お薬など）

5. 生活習慣の振り返り 

6. CGM（リブレ）について 

7. 今後のスケジュール、連絡事項
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1．Pep Up.compassプログラムの目的

このプログラムは、ご自身の生活習慣が血糖の動きにどのような影響を与えてい

るのかに気づき、理解 することを目的としています。

日々の食事や運動、睡眠などをリブレのデータとあわせて振り返りながら、血糖コ

ントロールと腎機能の維持・合併症予防 につながるヒントを見つけていきましょう。
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2．なぜ血糖コントロールが大切？

高血糖は「血管」を傷つけ、全身の不調を招きます。日々、適切な血糖値を保つことが大切です

三大合併症「し・め・じ」

し：神経障害 / め：目（網膜症）
じ：腎症

その他  血管へのダメージからくる病気

心筋梗塞、脳梗塞、末梢血管障害など

最近注目されている関連疾患

歯周病、骨粗鬆症、認知症、
悪性腫瘍（がん）など
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3．ご参加のきっかけ、気になっていること

すぐに思い浮かばなくても大丈夫です。お話ししながら一緒に整理していきましょう。  

①参加のきっかけ

プログラムに参加しようと思った理由

②今、気になっていること  

血糖値や体調について、気になっていること  

今回のプログラムについて、率直なお気持ちをお聞かせください。

③合併症について

糖尿病の合併症について、不安に感じていること  

④このプログラムで目指したいこと  

プログラムを通して、
どのような状態を目指したいか  
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4．現在のお身体の状況について（糖尿病の経過、検査結果、お薬など）

①糖尿病について、これまでのこと

いつ頃から治療しているか・これまでの経過・
受診頻度など  

②主治医の先生から言われていること

HbA1cなどの血糖管理の目標
食事・運動・体重・生活面などで注意すること  

③お薬や血糖測定について

飲み薬・インスリン・自己血糖測定・飲み忘れの有無など 　

④最近の検査結果や受診状況について  

血糖値・HbA1c・血圧・腎機能の検査結果／眼科や歯科の受診など 

無理のない範囲で、分かることを教えてください。分からない項目は、後日分かる範囲で確認できれば大丈夫です  
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5．生活習慣の振り返り

普段の生活について、無理のない範囲でお聞かせください

食事・運動・睡眠等を一緒に振り返りながら、血糖値の動きに関係しそうなポイントを少しずつ整理していきましょう  

ご自身の工夫で意識して取り組んでいることはありますか？  

食事、運動などについて　　　上手くいったこと/継続がむずかしかったこと　

　　　　　　　　　　　　　　今の生活を振り返ってみましょう

食事 運動 仕事 睡眠

いつもの生活を振り返ることが、血糖の動きを見るヒントになります   
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これまでの振り返りや上の表を見て、「血糖の動きと関係があるかも？」と思うことはありましたか？
これからご説明するリブレを使って、血糖の実際の動きを確認していきましょう！

参考：血糖の動きに影響しやすい生活のポイント

食事関連

□　早食い（10分程度）

□　単品メニューになりがち

　　（丼、ラーメンなど）

□　ダブル炭水化物

　　（ご飯＋麺、おにぎり＋パン）

□　朝食は抜きがち

□　夕食は遅め

□　野菜は少なめ

□　お腹いっぱい食べる

し好品関連

□　お菓子をよく食べる

　（チョコ、スナック菓子、

　　アイス、飴、菓子パンなど）

□　飲み物習慣

　（ジュース、甘いコーヒー、

　　カフェオレ、エナドリなど）

□　お酒をよく飲む

運動・その他

□　座って過ごすことが多い

□　運動はほとんどしない

□　食後すぐ横になる・

　　座ったまま動かない

□　睡眠不足

□　タバコを吸う

一般的に、血糖の動きに影響しやすいとされている生活習慣です  
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６．CGM（リブレ）について

持続グルコースモニター（CGM）は、血液中ではなく、「間質液中」のグルコース濃度の変化を把握するための

ツールです。そのため、実際の血糖値との差が生じる場合があります。
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※詳細はユーザマニュアル8ページをご覧ください
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※詳細はユーザマニュアル9ページをご覧ください



© JMDC 
Inc. 13

朝

昼

夕

食事とCGM（リブレ）データの一例

朝 昼 夕

間食

間
食

お昼後すぐに

チョコ＋微糖コーヒー

◎グラフの『波』には理由があります。血糖の数値だけでなく、

　波の高さや、上がる角度・下がるまでの時間にも注目してみましょう。
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◎グラフの変動が大きいとき、

『あの時、何をしたかな？』を思い出せる

記録（食事写真や運動メモ） があると、

次回の面談がより有意義な時間となります。

より効果的なプログラムにするために 生活の様

子をメモしていただけると助かります！

アプリの「📝メモの追加」機能も

ご活用ください

次回面談ではレポートを見ながら 2週間を一緒に振り返りましょう！
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７．今後のスケジュール、連絡事項

次回
約3週間後

次回日程：　　　月　　　　　日（　　　）　時間：　　　　　

2週間

2回目
＜２週間測定＞ ＜２週間測定＞
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1. 食事記録のお願い（PepUp上での記録、またはリブレLinkメモ）

―朝・昼・夕の食事、間食（お菓子、甘い飲み物）、お酒、おつまみなど

2. e-ラーニングのご案内

3. もしもリブレが外れてしまったら？

よりよい振り返りのためにご協力をお願いします

７．今後のスケジュール、連絡事項

https://support.pepup.life/hc/ja/sections/360002081731-%E6%97%A5%E3%80%85%E3%81%AE%E8%A8%98%E9%8C%B2
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ｅ-ラーニングのURL確認、ご連絡はこちらからお願いします

チャット

パソコン（ブラウザ版）

チャット

スマホ（アプリ版）

チャットのイメージ





図1：血糖マネジメントの目標
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目標
血糖正常化を

目指す際の目標
合併症予防
のための目標

治療強化が
困難な際の目標

19

HbA1c (%) 6.0未満 7.0未満 8.0未満

出典：日本糖尿病学会 編・著　糖尿病治療ガイド2022-2023　34頁　文光堂　2022　より改変 

参考：合併症予防の目標値



図：2型糖尿病患者 130名を対象とした血糖変動モニタリング調査
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参考：
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Pep Up.compassプログラムの全体図

■約3ヵ月のスケジュール


